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	応用
	抗原情報
	背景
	T細胞を介した免疫応答に関与するインターロイキン2受容体には、インターロイキン2への結合能に関して3つの形態が存在する。低親和性形態はαサブユニットの単量体であり、シグナル伝達には関与しない。中親和性形態はα/βサブユニットヘテロ二量体から構成され、高親和性形態はα/β/γサブユニットヘテロ三量体から構成される。中親和性形態および高親和性形態の受容体はいずれも、受容体を介したエンドサイトーシスおよびインターロイキン2からの細胞分裂促進シグナルの伝達に関与する。この遺伝子によってコードされるタンパク質はβサブユニットであり、I型膜タンパク質である。代替プロモーターの使用により、同じタンパク質をコードする複数の転写バリアントが生じる。このタンパク質は主に造血系で発現される。一部のバリアントでは、アップドメインにおいて代替プロモーターが使用されています。ボックス 1 モチーフは、JAK との相互作用および/または活性化に必要です。ドメイン WSXWS モチーフは、適切なタンパク質フォールディング、ひいては効率的な細胞内輸送および細胞表面受容体への結合に必要と考えられます。機能 インターロイキン-2 の受容体。このベータ サブユニットは受容体を介したエンドサイトーシスに関与し、IL-2 の細胞分裂促進シグナルを伝達します。類似性 I 型サイトカイン受容体ファミリーに属します。タイプ 4 サブファミリー。類似性 III 型フィブロネクチンドメインを 1 つ含みます。サブユニット α 鎖と β 鎖の非共有結合型二量体。IL-2R には、高親和性二量体、中親和性単量体 (β 鎖)、および低親和性単量体 (α 鎖) の 3 つの異なる形態があります。高親和性および中親和性HTLV-1アクセサリタンパク質p12Iと相互作用します。
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;エンドサイトーシス;Jak_STAT;
	画像データ
	

	IL-2Rβ抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	IL-2Rβ抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

